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と私たちが知る 21 世紀の現実との違いはいろんな意味で興味深い。 
 

















Ⅱ 800 年の時を超えて 
 
 クラクフという都市はポーランドの南部にある。南部といっても緯度では北海道より北
になる。人口約 76 万人のこのまちは、17 世紀初めにワルシャワに遷都するまで長くポー
ランドの首都だった。世界遺産に登録されている旧市街地には旧王宮や教会などの歴史的
建造物が数多く残されている。 







は微妙に違い、高い方は地上 80 メートルある。 
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         写真２ 



































 取り組みは欧州全体で 16 カ国に広がり、約４万５０００人分の「つまずきの石」が埋められたという。
      写真３ 
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(1) 堀田善衛「未来からの挨拶」筑摩書房、1995 年、201−206 頁。この中で堀田はハリウッ
ド映画「Back To The Future」（邦題バック・トゥ・ザ・フューチャー、1985 年公開）の
タイトルの「未来にバックする、戻る」という発想に興味を示し、その根底には古代ギリ
シャの過去、現在、未来の捉え方があると言及している。 






(4) “THE GOLDEN BOOK・KRAKOW” BONECH-GALAKTYKA, 2013 
(5) クラクフの伝統行事や文化財についてはポーランド政府観光局公式サイトなどが参考に
ある。各種ガイドブックでも詳述されている。 













(10) T4 作戦は、NHK が 2015 年 11 月７日放送の ETV 特集「それはホロコーストの"リハ
ーサル"だった 障害者虐殺 70 年目の真実」で取り上げ、反響を呼んだ。筆者自身も 2014
年 10 月 19 日付「神戸新聞」日曜小論「今も過去と向かうドイツ」で取り上げた。 

















た。共同通信の森保裕編集委員の記事「続く若いプロセス」（2015 年１月 19 日）が経緯を
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簡潔にまとめている。 














T・M・スズキ「過去は死なない メディア・記憶・歴史」岩波現代文庫、2014 年 









共同通信編集委員・森保裕「続く若いプロセス」（2015 年１月 19 日配信記事） 
三島憲一「戦後ドイツ」岩波新書、2014 年 
J・ジャレド・ダイヤモンド「銃・病原菌・鉄」上下、草思社、2001 年 






写真１ クラクフの祭りに登場するライコニク ポーランド政府観光局 HP 
                      パブリシティー用写真ギャラリーより 
写真２ T4 作戦のモニュメントを見るスイス女性 撮影：三上、2014 年 
写真３ 「つまずきの石」 撮影：大西利尚共同通信ベルリン支局長（当時）、2014 年 
                個人で撮影された写真をご提供いただいた 
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